
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 金 ネイルチェックデー 

２ 土  

３ 日      

４ 月  

５ 火  

６ 水  

７ 木 作品展（７日・８日・９日・１１日） 

８ 金  

９ 土  

１０ 日  

１１ 月  

１２ 火 音楽教室（ちきゅう・たいよう・ぎんが） 

１３ 水  

１４ 木 環境教育 パッカー車 （ぎんが） 

１５ 金  

１６ 土  

１７ 日  

１８ 月  

１９ 火 個人懇談会（２２日まで）  避難訓練  

２０ 水  

２１ 木 サッカー教室（たいよう・ぎんが） 

２２ 金 誕生会・クリスマス会 

２３ 土  

２４ 日  

２５ 月  

２６ 火  

２７ 水  

２８ 木  

２９ 金 冬休み（１月４日まで） 

３０ 土  

31 日  

令和５年１２月１日 

園長 宇野 智子 

作品展に寄せて 

 一週間前くらいからでしょうか・・・コスモスホールから、何やら楽しそうな声が聞こえてく

るようになりました。覗いてみると、作品展に向けて、子どもたちが目を輝かせて制作に取り組

んでいる姿がありました。中央には、大きな白い物体・・・。『これ何だろう？何作っているん

だろう？』と興味津々で聞いてみると、実はこれ、「飛行機」とのこと。驚くべきは、なんと全

員が乗れるだけの座席を作っているそうです。今年のぎんが組さんは、普段から紙飛行機を飛

ばして遊ぶことを楽しんでいました。最初は薄い紙で作った小さい紙飛行機だったのが、素材

を画用紙にしてみるなどの変遷があったようです。ですから、今回、題材の一つとして「飛行

機」を作ろうとなったのは、ごく自然の流れだったようです。 

『作ること』に対する興味・関心は、多くの子どもたちに見られます。おうちでのお子さんの

様子を思い起こして、あてはまる経験をお持ちの方は少なくないはずです。子どもたちは、見立

ての天才です。１歳児さんでも、まだおぼつかない手で、ブロックや積み木を両手に持ち、つな

げようとしたり、壊してみたりする様子が見られます。まさに、制作の芽生えです。２歳児とも

なれば、自分なりに長くつなげるとか高く積み上げるなど、「こうしたい」という意図をもって

作り始めます。このような、経験を経て、幼児へと成長した子どもたちは、作りたいものをイメ

ージし、どの材料を使って、どのように組み立てていくかを考え、作っていきます。もちろん、

失敗の連続です。うまくいかず、フラストレーションをためてしまうこともあるのですが、お友

達や保育者のアドバイスや手助けにより、できる限り自分の作りたいものに近づけていくわけ

です。コロナ禍により、おうちからの廃材の持ち込みを控えていたのですが、今年度は、子ども

たちが、嬉しそうに袋いっぱいに空き箱などを持ってきてくれています。おうちから持ち寄ら

れた箱やペットボトル・牛乳パックが、子どもたちの創意工夫によって様々な作品に変化して

いきます。 

鋏で切ることも、糊で貼り付けることも、これらすべてが経験の上に成り立っています。少し

ずつ少しずつ積み上げてきたものが、いつしか身についていることが、作品展における制作の

場面で垣間見られます。段ボールと段ボールを繋げるのに、『糊ではダメで、セロテープも心も

とない、ガムテープを使おう』という判断も、これまでの制作の経験により導きだされるもので

す。乳幼児期における毎日の積み重ねが、いかに大切であるかということです。 

ここ数年、作品展では、作って、飾って、見てもらったら、その作品でとことん『遊ぶ』をコ

ンセプトにしています。おみせやさんと書かれた看板もありました。きっと楽しみがぎっしり

詰まった作品展となることと思います。１２月７日（木）から４日間（日曜日を除く）開催いた

します。お忙しいとは、思いますが、ぜひ子どもたちの作品をお楽しみください。（園長 宇野） 

                                   

まきしまひいらぎえんだより 
♦行事予定♦ 

今月の目標 

し ず く        保育者や友達との関わりの中で、まねっこすることを楽しんだり、身振りや言葉で伝えよ 

うとしたりする。 

う み        手洗いや鼻をかむなど清潔にする大切さを知る。 

そ ら        正しい持ち方を知り、箸を使って食べようとする。 

            友達との関わりのなかで、自分の気持ちを言葉で伝えようとしたり、保育者が代弁するこ

とで人の気持ちを知ろうとしたりする。 

ちきゅう         空気の冷たさなど、自然の変化に気づき、冬の訪れを感じる。 

            友達と一緒に活動したり、触れ合って遊んだりすることを楽しむ。 

たいよう         冬の生活の仕方を知り、寒さに負けず健康に過ごす。 

            友達と一緒に絵本や童話などのお話の世界に親しみをもち、おもしろさを味わう。 

ぎ ん が        園や普段の生活の中で、身近なものを大切にする気持ちをもつ。 

            体を十分に動かし、様々な遊びに挑戦したり、友達と一緒にルールを考え遊んだりするこ

とを楽しむ。 

今月の歌 

し ず く「いとまき」「やさいのうた」 

う み「おもちゃのチャチャチャ」 

「サンタクロース」 

そ ら「あわてんぼうのサンタクロース」 

「コンコンクシャンのうた」 

ちきゅう「ジングルベル」「お正月」 

たいよう「ヤッター！サンタがやってくる」 

「お正月」 

ぎ ん が「赤鼻のトナカイ」「たきび」 

URL  https://shingekai.jp    

ホームページからブログを見ることができます。 

      １月の主な行事予定 

保育開始  ５日（金） 

演劇観賞   9日（火） 

 個人懇談会 ９日（火）～１２日（金） 

      １５日（月）～１９日（金） 

がつ 

【１２月は人権月間です】 

先日、ある研修に参加した際、「アンコンシャス・バイアス」という言葉を学びました。意味は、「自

分では気が付いていない、物の見方や捉え方の歪みや偏り、無意識の偏見や思い込み」とあり、自分自

身に置き換え、振り返ってみたとき、思い当てはまることの多さに愕然としました。一番の問題点は、

「自分では気が付かない」あるいは「無意識の」という点です。なんの疑問も持たず、「当たり前」と

思って過ごしている生活の中に、「アンコンシャス・バイアス」は潜んでいます。まずは、自分の思っ

ている常識がすべての人の「常識」ではないことだけは、常に心にとめておかねばと思います。知らず

知らずのうちに、やりたいことをあきらめたり、相手に押し付けたり、決めつけてしまったりしている

ことはないでしょうか？ 

 

     （退職） 新宮 知見 

給食調理員として１０年にわたり安全で、かつおいしい

給食の提供を支えてくれました。お疲れさまでした。 

https://shingekai.jp/

